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＜議事録＞ 
 
１．本ヒアリング調査の趣旨 
（中村） 私のほうでいくつか用意しましたが、それが的を射ているか心配ですがよろし
いでしょうか。 
 
（石原） よろしくお願いいたします。いろいろな論点を見ながら、具体的に現場のほう
でどのような動きであったのかなどがわかりませんので、ずいぶん古いですからわからな
いこともあると思いますが、耐火から 50年、60年のときを経て、いま再開発をやられて
いますので、いろいろ権利関係も含めてお聞かせいただければと思います。 
 実は、この耐火に関連してできている建物が全国にけっこうありまして、全国で悩んで
おります。動けているところはまだいいのですが、これからまだ続きそうなところもあり
ますので、そちらへもこれから話を聞きに行こうと思っているような状況です。 
 
（中村） きょうは、皆さん、研究会のグループなのでしょうか。 
 
（石原） 我々も商業系の人間で、この方もそうだと思いますが、都市計画等建築のほう
が関心を持つものだと思いますが、我々は全員流通・商業系の人間です。「こういうこと
をやりましょう」という言い出しっぺは私ですが、一緒に、ここ数年、国のほうの仕事も
やらせていただいております。 
 そのつながりみたいなものです。 
 
（中村） 少し、ネットで見させていただきましたが、まちづくりについては、私どもよ
りもお詳しく、研究なさっていらっしゃいますから、私が何を皆さんにお話できるのかな
と思いますが、地元であって、ここをやったということで、何かご参考になるようなお話
ができればと思います。 
 
２．静岡市火災の歴史 
 私からお渡しした資料ですが、私がこの呉服町商店街の副理事長をやっていまして、次
の呉服町をどうしようか、この古くなった建物をどうしようかなどいろいろやっているな
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かで、街づくり推進委員会で委員長をやっていましたので、そういった関連の委員会の中
で調べたところこういうものが出てきました。これに詳しく書いてありまして、私の知ら
ないところも書いてありましたので参考に出させていただきました。 
 まず最初に、「静岡市火災の歴史」を見てください。実はこれは『静岡実業振興史 静
岡中心街近代史年表』という、こちらのものですが、この中に入っている年表の中から私
のほうで火災の部分だけ引き出してみました。付せんが付いているところがすべて火災関
係ですが、それを引っ張り出してきますと、1870（明治３）年に安西から出火していると、
こういう昔の火災の歴史がそこにあるということです。 
 火災は毎日起きているわけではなく、何年かに１回ということですが、その数字を見て
いただきたいのですが、１番目が「219戸が焼失」と書いてあります。次が 35、120、474
といまでは考えられない数字です。先日糸魚川で火災がありましたが、あのときで 100戸
ぐらいだったかと思いますが、そういった数でもいまは大ニュースになります。当時は、
一度火災が発生すると、多くの建物が焼失したというのは私も知りませんで、調べてみて
驚きました。 
 これでずっと見ていきますと３桁のところがかなりあります。1932（昭和７）年に、「田
中屋百貨店火災」とありますが、これはいま、そこにあります静岡伊勢丹の前身の百貨店
です。これが開店した年に火災が発生してしまいました。 
 その次の 1940（昭和 15）年の１月 15日の「静岡大火」がいままででいちばん大きな火
事でしたが、新富町１丁目付近から出火し、85カ町、焼失家屋 5,047戸です。皆さんのと
ころに地図をお配りしております。位置的に北西のほうだったのですが、当時北西の風が
吹いておりまして、ここから出火したのが飛んで、あちこちに飛び火してしまいました。
この黒く塗られているところが全部焼失してしまったところとなります。ここももちろん
そうですが、中心街のほとんどが焼けてしまいました。 
 
（石原） ここはこの地図ではどこになりますか。 
 
（中村） まん中に「四十三」と書いてありますが、これ兵隊がいたところで、これがそ
こにある駿府城公園です。そこの下に県庁があって、市役所があって、その下に４丁目、
５丁目６丁目とありますが、そこがここのエリアです。この４丁目というところが、いま
私がいる街区です。当時は呉服町１丁目、２丁目、３丁目、４丁目、５丁目、６丁目とあ
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りまして、当時の名残りで４班、５班、６班という呼び方をしておりもしますが、いまは
呉服町２丁目になっています。 
 この４丁目と５丁目の間に少し細い縦に通りがありますが、これがいま通ってこられた
青葉公園の広い通りです。あそこを防火帯にしたということで広く開けました。その話は
また後ほどいたします。 
 このように大きな火事になってしまった原因は当然木造住宅だったということと、密集
していたということにあります。防火帯の空間がありませんので次々と燃え広がってしま
います。このときも、前のところで消せたのですが、またこちらのほうに飛び火をして、
次々と燃えてしまって、結局これだけ大きなエリアが燃えてしまいました。これは静岡市
にとって大きな損失でした。 
 また年表に戻ります。その後ですが、1942（昭和 17）年の７月 21日に、「呉服町沿道、
壁面後退線を指定」ということで、各戸が２メートルずつセットバックしました。つまり、
道路を広げるために協力したということです。その後、1944年から戦争が激しくなって、
日本全国どこでもそうですが、空襲が始まりました。ここに細かく、どこに何が来たと爆
弾投下の歴史が書いてあります。最終的に 1945年の６月 19日、B29の大空襲で全市がほ
とんど焼土となりました。被災者 11万 4,000人、死者 1,670人です。これが最後の大空
襲です。 
 昭和 15年の大火でこの中心がほとんど燃えてしまって、その後、昭和 20年６月には空
襲でまた全部なくなってしまいました。ですから、５年間ぐらいしかもちませんでしたか
ら、財産としてはものすごい損失でした。よくそれをカバーして、皆さん立ち直ってきた
なと、それは先輩のすごいところだと思います。 
 
３．呉服町名店街の完成 
 その後、1948年に青葉通りが完成します。先ほどご覧になってきた広い通り、先ほどの
地図の４丁目と５丁目の間の広い通りです。1956（昭和 31）年１月に、「防火建築推進
法により呉服町名店街、４階建て 11店舗できる」とありますが、ここは最初にできたと
ころですので、５丁目のところです。１ブロック向こう側になります。そこがいちばん最
初にできました。いま、私たちがいるここのビルは 1958（昭和 33）年の６月 25日にでき
ました。ですから、第１の向かい側と私たちのところと２つできました。そして、その年
の 11月 25日に「都市不燃化全国大会」が開催されるということで、不燃化ビルの先駆け
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だったものですから、全国からそういう人たちが集まってきたということです。 
 このような歴史があります。 
 これは、ここのビルが完成したときのパンフレットです。現物はこれです。印刷用紙の
都合で小さくしましたが、もう少し大きいサイズです。 
 ここに、静岡県住宅公社の山口さんという方の挨拶文が書いてありますが、やはり防火
建築をするということの意義がここに書かれていますので読んでいただければと思います。 
 その経緯についても、下のほうに書いてありまして、いろいろなことがあったというこ
とです。４班南ビルと書いてあるそのまん中の写真ですが、これが、いま、皆さんがいら
っしゃるビルになります。そこに構造や規模なども素朴ですがしっかり書いてありますの
で、記録にはなると思います。 
 いちばん下の「後記」というのを見ていただきますと、昭和 33年１月 22日に起工して、
できたのが７月 20日です。私もこれを見て愕然としたのですが、６カ月ぐらいでできた
わけです。たかが４階建てといえばそうですが。このへんについては、また後ほど、写真
で研究のときに様子を見ていただければいいかと思います。 
 こちらのプリントにざっとそのへんの抜粋も書いてあります。ここにビルの変遷として、
大火から空襲、そしてこの建築に関係のある部分だけ、呉服町ビルの変遷ということで年
表形式で書かせていただきました。 
 こちらに、呉服町二丁目名店街店主一同ということで「ごあいさつ」というのがありま
すので読ませていただきます。 
 
 「私たちは過去に於て幾度か大火の洗礼を受け、苦い経験と、きびしい試練に耐えてき
ました。燃えない近代的な街、美しい店舗、文化生活、これは私たちの長い夢でありまし
た。それが今や実現したのであります。 
これは新しい街づくりとしての燃えない商店街建設のため、関係者一同和衷協力して、
国・県・市並びに県住宅公社の資金面、その他各般の御支援を得て、この大事業を完成し
たのであります。 
この計画を実行に移すための過ぐる一年有余、真に昼夜の別なく、寝食を忘れた県・市
御当局の御指導と、この事業に携った方々の御協力に対しては、只々感激の至りでありま
す。 
私たちはここに忠心より感謝の意を表すると共に、更に覚悟を新たにして今後益々協力
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し、経営の合理化、サービスの改善、明るい愛される商店街の建設のため、御奉公致した
いと存知ます。何卒一層の御引立てをお願い申し上げます。」 
 
 というご挨拶でした。私はこれができたときに、小学校４年生でした。たしかに、でき
たときには新しいビルで、そして２階が住まいでした。いまだに、これはしっかりと覚え
ています。 
 
（石原） このご挨拶文というのはどこに。 
 
（中村） ここです。ここにコピーしています。これは商店街のほうでつくったモノです。 
 
（石原） 33年ですね。 
 
（中村） はい。これは、私の父がこうやってファイルして取っていました。貴重な資料
です。写真が好きだったものですから、けっこういろいろ撮っていました。もし質問があ
りましたら、その都度言っていただければと思います。 
 
４．呉服町名店街の構造 
 田中傑さんの研究論文というのがＡ３の紙にありますが、これは、皆さんの表を見れば
どこかに出てきます。この方は、呉服町商店街の不燃化ビルについていろいろ研究をして
いただきまして、ありがたいことです。若干間違っていることもありますが……。 
 
（渡辺） 頼んだわけではなく、自主的に研究されていたということでしょうか。 
 
（中村） そうです。この方はそれほどお歳の方ではないと思います。市役所の人に聞い
たところ、私の知っている人だったということも話していました。皆さんのように、あち
こちの研究をされておられる方の一人ではないかと思います。 
 このプリントは長いので、また、後ほどご覧いただければと思いますが、ポイントを申
しますと、２ページ目のところに、右の列に「静岡大火」と書いてありますが、これは先
ほど説明したとおりです。左側に地図がありますが、そこのＡ地区が呉服町４丁目地区で
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すので、ここが私たちがいまいるエリアになります。 
 こういう大火があった後は、建築するときに制限があるようです。仮設建築物で何平米
以内というか、よく「バラック」と呼ばれるものです。おわかりになられますか。 
 
（石原） 私はかろうじてわかります。 
 
（中村） それはどういう理由かはわかりませんが、あまりがっちりと建てられてしまう
と、次の都市計画のときに、出っ張ったところに出来てしまうと困るということだと思う
のですが、違いますでしょうか。 
 
（石原） 私もそうだと思います。 
 
（中村） ３ページ目を見てください。いちばん下のところですが、地図が小さいですが、
ここがまさにＡ地区のところです。小さく各仕切りが書いてあります。上の図を見ると、
まん中あたりにｇ、ｈとあります。下の図を見るとわかりますが、ｈは下にずらされてい
ます。そこを広げたんです。上の地図でいうと、はじめ広くなってあとは細いのがずっと
通路になっていますが、最初のところあたりは７、８メートルで、そのあとは３、４メー
トルぐらいで小路になっていきました。そこにいろいろなお店が張り付いていたものです
から、本当はみんなで小さくしましょうというのは一般的な区画整理のやり方ですが、商
店街ですから、皆さん間口いっぱいにお店を構えているので、もしそれをバラバラにして
ヨーイドンでやり直すと、机の上ではできても、実際は、当時は地下を持っていたお店も
あったものですから、地下を掘っているところから動きますと、ものすごくお金がかかる
のでそういうことはやめて、そういう人たちの敷地は動かさずに、少し脇によけるように
ということが文章に書かれています。 
 そうしますと、最初は協力したのですが、やはり脇へよけたお店はメイン通りから外れ
てしまいますから、いろいろトラブルがあったようです。 
 ｇというところはいま時計屋です。青葉公園のところにあったロレックスがその一部で
す。 
 このころは、おかみと民間との間でいろいろありましたが、けっこうそういうものが動
きました。しかし、いまは皆さん権利を主張されますから、そういうものが動きにくいと
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思います。当時はそういう社会状況だったので、皆さんに協力していただきました。 
 
（石原） 仏具屋さんは動いて、廃業したかもしれないと、そういうことですね。 
 
（中村） いま、そこにビルを建てて駐車場になっています。いちばん左に aというとこ
ろがありますが、これは Y雑貨店になっていますが、これが私の店です。名刺をお渡しし
たヤワタヤの Y雑貨店です。ｂが薬局になっています。そういう位置関係です。 
 次に４ページを見てください。「大火復興と『横のデパート』」と書いてあります。こ
れは、田中屋、いまの伊勢丹がそこにありまして、駅前に松坂屋があります。そこは同じ
ぐらいにオープンしたお店で、そことそこを結ぶ商店街ということで、デパートが縦なら
我々は「横」ではないかということで、横でみんなで協力して、店の出入り、入口の高さ、
隣との関係の位置といったものを統一して、連続できるようなお店にしていこうというこ
とが書かれています。 
 
５．大火復興区画整理事業による道路拡幅の影響 
（石原） 伊勢丹にはいつごろになったのでしょうか。 
 
（中村） 伊勢丹は昭和５２年１０月１日に、田中屋伊勢丹として新装開店しました。で
きてすぐに火事になってしまいました。 
 ４ページの左の文章の下あたりですが、「この呉服町通りの幅員は地租改正当時、5～
8mと均一ではなかったが、1933年に至って建築線間距離 8.1ｍの建築線が沿道に指定さ
れた。ただし、この沿道の建て替えは進捗せず、大火時点でも部分的に実現しているに過
ぎなかった」とあります。それほど簡単にはいかなかったということです。その右側の文
章ですが、「1940年にはじまった大火復興区画整理事業はこの道路をさらに 11m（車道
6m+歩道 2.5m×2（両側））にまで拡幅したが、1942年には新たに壁面後退線が指定さ
れ」、各戸が２メートルずつ下がったものですから、車道が６メートル、歩道が 4.5、4.5
で 15メートルの道路になりました。現状の呉服町通りはその状態になっています。 
 ですから、私たちはみんな２メートルずつ自分たちの敷地を提供したというかたちです。
しばらくは固定資産税もそこの通りは取られていたらしく、皆さんが文句を言いました。 
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（綱島） 昭和 55年までです。売買には金額に含まれます。 
 
（中村） 土地を買うときにはそこまで含まれます。ですから、使えない土地です。筆に
は載っているけれども、固定資産税はいまは、その部分は免除ということです。ちょっと
変型です。 
 
（石原） 市に差し出して、寄附したことにはなっていないということですね。 
 
（中村） なっていません。持ってはいます。 
 
（石原） ということは、自由に使えるといえば使えるということですね。 
 
（中村） そういうふうに主張する人もいます。ですから、店頭に商品を出していて、市
から「出し過ぎです」と怒られても、「おれの土地だ」と怒ります。 
 
（石原） イベントなどをするときに、道路使用許可が必要だったりとうるさいですが、
それが嫌なので、寄附はせずに提供するだけで使うときには使うと言っているところもあ
りました。 
 
（中村） そういうのもわかります。 
 
（綱島） アーケードがありますから、柱まではワゴンを出してもいいと私たちも紳士協
定的なことで言いますが、それ以上出ていると注意したときもあります。 
 
（中村） 当時はほとんどが自転車でした。スクーターがちょこちょこっと出ていて、車
といってもほとんどありませんでした。私が小学校４年のときに、車を持っている人のと
ころに行ったらスバル 360とか、すごいなと、そういうのに乗せてもらったことがありま
すが、自家用車は少なかったので呉服町通りはそんなに車は通りませんでした。ただ、当
時は商店街でしたから、人通りが非常に多かったです。 
 自転車を店頭に置くものですから、その部分を考えれば、2.5メートルだとしたら自転
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車を置くとすれ違いも厳しくなりますから、２メートル広げたということは、商店にとっ
てもよかったということです。 
 その後アーケードを付けたりして、いろいろやっていきました。 
 
６．呉服町名店街ビルの概要 
 下のほうにあるビルの左側がいま皆さんのいるビルです。右側の３階建ては筋向かいの
ビルになります。それと一緒につくったということです。 
 先ほどの焼失した地図がありましたが、これを見ると、すぐに上に市役所、公会堂、元
御用邸と書いてあります、公会堂等ができる前はそこに御用邸がありまして、天皇陛下が
来られたときに少しお休みになるような場所だったのだと思います。これは大火のときだ
ったか、爆撃のときだったかに燃えてしまって、いずれにしても、火災が発生すると、こ
ちらから風が吹いてきてこっちへざーっとくるものですから、御用邸が焼けてしまうと困
りますから、そこを守るためにここに防火壁をつくりたかったのです。防火の土手です。
ですから、我々の商店をというのは我々が望んだところだったのですが、行政はこの城を
守るために、お前たちは石垣になれということだったんです。（笑）。 
 いまはビルがたくさんありますが、当時はこういうビルがあることで火災の延焼を防ぐ
ための１つの防火壁という目的がありました。ですから、行政にしてみればビルは基本的
に４階は欲しかったんです。しかし、このビルの、私の店から、先ほどの時計屋さんまで
の間は２階までしか必要ありませんでした。４階に建てても住む人もいなければ、使い途
もないので２階までで結構ですとしたわけです。しかし、この上は４階建てにならないと
困るわけですから、県の住宅公社が、自分たちが入るので４階建てをつくらせてくれとい
うことでつくったわけです。ただ、このビルがつながっている向こう側の３軒は４階まで
使うということだったので、そこは自分で４階までつくりました。うちからこの端までは
２階までしかつくりませんでした。 
 そして、結局 10年たって、「もうぼくらは出ていくから払い下げますと、あなたたち
自由に使っていいですよ」ということで戻してもらいました。安く払い下げていただいた
と思います。使うあてもなかったですから、みんなで呉服町ビル協同組合をつくって、貸
しオフィスにしてこういう状態になっています。 
 向こうは３階建てで、向こうは３階でよかったのですが、こちらは４階建てでなければ
まずかったのではないかと思います。 
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（石原） 風の向きでしょうか。 
 
（中村） 風の流れがあるからかもしれません。 
 
（石原） この法律は３階以上を求めていたと思いますので、２階ではたぶん具合が悪か
ったんだと思います。 
 
（中村） この最初にできたところは３階だったですが、パラペットというのでしょうか、
外から見ると４階に見えますが、ないんです。４階はありません。ただ、壁だけつくって
います。 
 
（綱島） 後で建て増ししたので、４階のところもあります。 
 
（中村） ４階まで使っている人もあれば、ないところもあります。 
 当時は、共同ビルですが、普通であればこういう共同ビルを建てると、共用部分という
のが必ずあって、自分たちの個人の部分と分かれます。しかし、このときは、自分たちの
持っていた土地の間口のままの所有区分になっています。ですから、例えば、みんなで外
壁をきれいにしようと言ったときでも、共用のお金はないので個々で持ち出してやらない
といけませんから、協力してくれないとできません。屋上の防水でも、「組合はここまで
やるけれども、あなたたちやるなら出して」と言うと、「おれはお金がないからやらない」
と言われますが、でも、雨が降ったらどっちにいくのという、そういういろいろなことも
現状ではあります。 
 きょう、上まで上がれますから、あとで見ていただければわかると思います。百聞は一
見にしかずです。 
 また、残りは細かく読んでいただければと思いますが、ただ、１ページ目の年表ですが、
手書きで直してありますが、1957年となっていますが 58の間違いです。 
 映像があります。これも偶然見つけました。 
 
（石原） こういうのがネットにぶら下がっているのですか。 
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（中村） 違います。これは私が入れた Evernoteの資料です。次は昭和 33年にこのビル
が出来たときに火災と水害があったり、この商店街が建築されたときの様子があります。 
 
＜映像＞ 
 これはこのビルを建築したときの映像で、セメントを上に上げていますが、みんな手作
業です。 
 これができたときです。 
 これが全国大会です。 
 これは、手前味噌ですが私のお店です。この隣は出られてしまっていま空き店舗になっ
ています。これが完成したときの風景ですが、２階のところに庇がありましたので、その
上から餅撒きをしました。下で拾っていらっしゃる方が大勢います。そういう風景です。
これが上の風景です。このビルが落成したときです。皆さんは、いまこのビルの３階にい
らっしゃいますので、このへんです。よく見ますと、ここにちんどん屋もいます。 
 もう亡くなりましたが、これは私の父です。もしかすると、ここにいる子どもが、私で
はありませんが、弟か誰かかもしれません。これができたときに大勢の人たちが集まった
という雰囲気です。 
 これもお餅を撒いているときですが、大きくすると、傘を広げている人がいるのがわか
ります。いつの時代も同じです。 
 これは私のお店ですが、当時はできたばかりです。やはり、当時の生活や暮らしはまだ
戦後の復興みたいな時代でしたからたいしたものは売っていませんが、例えばスリッパを
売っていたり、よく見ると奥のほうに提灯があります。お盆の提灯といったものも売って
いました。当時の世相がうかがわれると思います。 
 これは夜の風景です。 
 これが昭和 32年の 12月です。ここは中央ビルといわれていましたが、中央ビルが建設
直前の商店街の様子で、これは木造です。 
 
（石原） 戦争のときに全部焼かれていますから、昭和 20年、21年ごろからぼつぼつと
復興してきて、それが 12～13年のところでもう１回つくり直すということになったわけ
ですね。 
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 それぞれ、けっこうしっかりしていますね。 
 
（中村） 実は、この２階にあるこの店はまだ残っています。鳥居さんという帽子屋さん
です。鳥居さんという吉田さんという判子屋さんがありますが、その２軒がいまもまだず
っとそのまま残っています。 
 ここから向こうは全部建て直しました。 
 アーケードもできていますし、昔は自転車がいっぱいありまして、お尻を車道に出して
停めるのが日常だったみたいです。このように、向こうにバイクが２台停めてあります。
これもそうです。このいちばん奥に見えるのが田中屋というデパートです。 
 ここの左に「時計店」と見えますが、ここがそこのロレックスです。 
 当時の様子はこのような感じで、年末の大売出しで、呉服町名店街、現金払い戻しとあ
ります。 
 
（石原） 御用邸があって、行政のほうからここにコンクリートの防火帯をつくってくれ
というのは理由としてよくわかりますが、まちの方からすると、不燃への願望や要望が根
強くあったとしても、このかたちでしっかりと店舗をつくって順調にいっているわけです
ね。かなり抵抗して、「そんな必要はない」と言われ方もいらっしゃったんじゃないでし
ょうか。 
 
（中村） いたと思います。ただ、補助は出たんです。奥行き 11メートルまでで、鉄筋
コンクリートで建てたときと、木造住宅で建てたときの差額を補助してくれました。それ
でも自己負担はありましたが、当時はよくやったと思います。そういう、「みんなでやろ
う」というリーダーがいたんだと思います。 
 これは新年です。先ほどは年末の大売出しでしたが、新年になってここにお正月の飾り
をしています。新年ですから、皆さん、田中屋に行くのかもしれませんが、大勢の人たち
がこの通りを歩いていました。いまは少なくなってしまいました。 
 これから壊し始めました。年末の売出し、お正月の売出しが終わってから工事をしよう
ということで、1月十何日から始まったのですが、木造ですから壊すのは楽でした。この
写真が壊した状態です。この右上ですが、屋根に大勢の人が乗っています。こうやって、
人海で上に乗って、作業は全部カナヅチやバールで崩しています。いまなら機械でガチャ
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ンと一発で倒します。皆さんよく働いたんだと思います。 
 
（石淵） 元ある家を曳屋で残すということはされなかったんでしょうか。 
 
（中村） そういうのはありませんでした。その前に壁面を後退したときには、もしかし
たら曳いた人はいるのかもしれません。ただ、奥行きのあるお店ばかりではありませんか
ら、前２メートルというのは、けっこう大きな面積だと思います。 
 １月 10日から壊し始めました。ここもそうですが、大勢の人が屋根に上って壊してい
ます。よくこの屋根が落ちなかったものです。ですから、人間、やればできます。皆さん
も、机に向かってばかりいないで、からだを動かして行動すれば何でもできます。 
 当時は地質調査をするのに手作業でボーリングして、水の位置など調べていました。こ
の下は安部川の伏流水が通っていますので、けっこう水が流れています。ですから、ここ
はあまり地下はつくれません。 
 これが、先ほど言いましたが、いま残っている鳥居さんと吉田さんという２軒です。こ
こまでビルにするということで合意したものですから、ここまでにして、全部はやりませ
んでした。 
 
（石原） ちょうど端の人でよかったです。 
 
（中村） これは当時のトラックなどですが、これはおそらく現場事務所だと思いますが、
簡単に建てて、こういう手作業ですから、いまはありませんがオート三輪車です。そして
手掘りですから、ベルトコンベアですが、知っていますか。これはモーターが付いていて
ゴムのベルトが回ります。そうしますと土がずっと動いていって、土を上に運べます。 
 
（綱島） いま、東北のほうで土を運ぶのに使っています。 
 
（石原） このお化けのようなやつですね。 
 
（中村） こうやって、少しずつやっていきました。これがそうです。大したものです。
これで半年でできました。地下はつくらなかったので、これが基礎をつくっているところ
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になります。 
 鉄筋ですから、鉄筋を立てています。大工さんが来て、型枠をつくって、梁の位置を形
づくってそこに、先ほど言ったように、セメントを持ってきて上からざーっと流し入れて、
それで梁をつくっているところです。このへんは基礎の部分です。こういうふうに基礎の
コンクリートを打って、鉄筋を立てて、足場を立てて、またこの間を土で埋め戻します。 
 これはスラブと言って、こういう床面のところです。これを見ると鉄筋の寸法がわかり
ますので、耐震が何とかっていうことであればこれを見てもらって、これはダメとか、こ
れならいいとかとできます。耐震は昭和 33年の頭ですから、耐震基準は昭和 56年以降で
なければダメですから厳しいとは思いますが、そこそこの形式はできています。 
 これは、このビルをつくるときの仮店舗です。ここのところにみんな仮の小屋をつくっ
て、そこで仮営業所をつくって、そして移動したときの、「そっちでやっていますから来
てください」という新聞のチラシです。 
 これが起工式をしたときの４班南側の旦那衆です。もうほとんど亡くなってしまいまし
た。これがそのときの起工式の風景です。 
 これが、起工式の後の地鎮祭の後の祝賀会場です。当時はこういう簡単な菓子折と一杯
お酒が出たぐらいです。 
 新築落成で、当時は芸者さんやお座敷がありましたから、いまは少ないですが、こうい
うふうに大広間でお酒を飲んで、こういう三味線の芸者さんが来て歌を歌ったりしていま
した。 
 実はこのビルができた年に、９日の午前 11時ごろ呉服町２丁目のコウブンドウという
画材屋さんから火事が出ました。３階のオフセット印刷のところから火が出て燃えてしま
いました。ここに「防火建築のおかげ」と書いてあります。「しかし、去る６月完成した
不燃化商店街だったため、一時は猛烈な炎に包まれたが、隣合わせの商店も平常通り商売
を続け、静岡消防署でも防火建築をつくって初めての火事だが、扉の隙間から一部煙が流
れた程度で、広がるのを防げた」と言っています。こういうことで、延焼しないビルが、
まさにそれを実証したということです。 
 
（石原） これは静岡新聞か何かでしょうか。 
 
（中村） そうだと思いますが、新聞名までは書いてありません。「しかし、去る６月に
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完成した」とありますから、昭和 33年の、９日としか書いてありませんので何月かはわ
かりません。 
 以上ですが、何かご質問等はありますでしょうか。 
 
（綱島） 当時の資料によりますと、県のほうに、国からミヤケさんという方が派遣され
てきて、その人が来てから県と市長が協力態勢をとってくださったので、それですごく話
が進んだと聞いています。 
 
（中村） いま、プリントを渡しましたが、これは、先ほど行った６丁目のところです。
ここよりも少し後に建物ができました。そのときに、いまでもありますが、平尾禎三、こ
の方が、いろいろな構想を持っていて、これからみんなでビルをつくる場合は、共同ビル
をつくって、みんなで不動産会社をつくって各商店に賃貸しし、地代は会社から商店から
払うという、そういう１つの構想で、いまでもなかなかできそうでできませんが。 
 
（石原） いいモデルです。 
 
（中村） そうです。その精神は、「長い間には栄える店もある反面、脱落していく店も
できる。もし不幸にして脱落した商店ができた場合は、会社がその土地を買い上げなけれ
ば、その土地は会社の株主である町内の人たちの共有のものとなる」と、要するに他人の
手に渡ってしまうと、その中をどのようにするかということで協力が得られない場合があ
って、非常にマズイ状態になるわけですから、それを防ごうというこの構想は素晴らしい
と思います。 
 これを皆さんに納得してもらえたので、呉服町不動産会社を設立しました。 
 
（渡辺） すごく前進的です。 
 
（中村） 各商店主 22名が株主になってつくりましたが、そこにも書いてありますが、
結局それは実現しませんでした。「住宅公社が個人にならば融資をするが、不動産会社で
は貸すことができないと言い出した。もともと共同体として金融面での制作を含んでいた
のだから、全体として資金を確保しようとするプランが否定されては設立の意義がないの
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で」解散したということです。当時は個人保証や担保などいろいろあったと思いますが、
そういうわけがわからない人が集まって、団体をつくって、そこには何も保証もないわけ
ですから、貸しませんということです。でも、みんなで保証人をやることで……、いまで
は考えられませんが、当時はこういう状況だったものですからそれが実現できませんでし
た。 
 もうお歳を召して亡くなったかたも大勢いますが、次の代になったときに、それを受け
継いでいただける人がいればいいのですが、売ってしまわれる方もいます。そうすると、
まったく別の都市の方が買い物されたりもします。しかし、その人が持っている権利です
から、これからまちをああしたい、こうしたいと組合活動をいろいろしていく上でも支障
がでてきます。「そんなの興味がないからいい」とか、「そんな負担金を払いたくない」
とか、「テナントさえ入ってくれればいい」とか、そういうふうになってしまいます。そ
うすると、どんどん商店が歯抜けになってしまって、まち全体の雰囲気が悪くなってしま
うという、そういう危機に陥らないように、私たちが頑張っているところです。 
 
（石原） このビル自体について、共用部分がないということですが、いまのこの前の廊
下がどうなっているかわかりませんが……。 
 
（中村） ここは組合が所有していますので、組合が持っています。 
 
（石原） 例えばビル全体の外壁は共同で管理するような組織はないのでしょうか。 
 
（中村） ないです。 
 
（石原） 依然としてこれだけずつということですか。 
 
（中村） ここは共同なので、下は私物ですが、ここの７軒は全体で協力する関係がいま
はできています。向こう側の方も、同じ町内ですし、いろいろ遊ぶ仲ですから、意思の疎
通は問題ないです。こちらやると言うけれども、お金は了解して出していただけるのであ
れば一緒にやりましょうという、そういうことです。お金は別々です。 
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（石原） きのうも吉原でこういう苦情の話がありまして、うちはやっているけれども隣
がやっていないと、水は流れますので困りますし、共同で何かというのは水道組合がある
ぐらいで、そのほかにはそういう手当ては何もできていないということでした。 
 
（中村） 水はこのビルの上に上げて、各戸に供給していますからその負担はあります。 
 
（綱島） いちばん大変なのは雨漏りですね。水が漏るけれども、どこから漏ってくるの
かがわからない、自分のところを工事しても直らない場合は、おそるおそるお隣に声をか
けて、隣もやってくださいという感じなんだと思います。けっこう、隣との微妙の関係と
いうのでしょうか。 
 
（石原） 水はこう流れていることもありますから。 
 
（綱島） そうです。ですから、どこが原因なのかがわかりませんから、隣の水が伝わっ
てくる場合もあるのではないかということです。そして、最初に建ったころは、屋上は自
由に通行できましたが、いまはできなくなりました。 
 90年は大丈夫だと言われたらしいのですが、もう 50～60年です。向こうの街区は再開
発準備組合を２年前ぐらいに立ち上げて、西側と東側を道路をはさんで大きい街区でドン
とできないかという計画をしていますが、表側のこの古いビルの人は運命共同体ですから、
やらないとインフラ整備も大変ですし、光ファイバの光もいっぱいになってしまっている
ようですし、電気もガスもそういうのが大変だからということもあります。裏のほうの後
から建った人は、まだそれほど焦っていません。 
 
（石原） 向かい側のほうが後からできているのに、いま再開発の話が始まっていますね。 
 
（綱島） 伊勢丹のほうですか。あちらのほうが古いです。あそこは共同ビルではありま
せん。 
 
（中村） 個別でした。 
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（綱島） 木造のようなところもあって、富士銀行さんがありましたが、御幸町通りの第
一銀行と合併して移転したんです。それで大きくなって、どこかほかのところに売って、
いきなり１階がマンションという話をたたき壊して地元の建設業者さんに買ってもらって、
前の市長の小嶋さんに何とかお願いしたいと言って、まだ市のほうも財政に何とか余裕が
あるころでしたから、協力をいただいて、第一期のほうはあのマンションのところができ
てというのがあります。こういう建築物ではなく、わりと古い木造のビルなんかもありま
す。 
 ここは、いまファミリーマートや丸亀製麺が入っているところのオーナーさんが、再開
発の再開開発のオーナーさんは再開発には参加しないといわれて、絶対に再開発には乗ら
ないと言われていて、そこだけがいま残っています。 
 
（石原） 結局、呉服町で不燃ビルとしてできたのは１、２、３、４……。 
 
（中村） その向こうが紺屋町といいますが、そこも部分的にはそういう共同ビルのよう
になっています。でも、自分１軒で使っているところも、上を自分たちが利用していると
きはいいですが、自分たちが使わなくなったときに、入口がつながっているので、上だけ
貸すことができません。１棟貸しと言っても、借りたい人は１階だけでいいということも
ありますから、そういう金銭的な問題もあります。 
 
（石原） 上だけ貸すと言っても、階段が別にならないといけませんし。 
 
（中村） そうです。もちろんエレベータも各戸にはほとんどついていません。 
 
（石原） ここもエレベータは後付けですか。 
 
（中村） １回替えましたが、最初からここはエレベータは付いていました。クラシック
なのが付いていました。 
 
（石原） ４階でもなかなか付かなかったんです。 
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（中村） そうです。団地なんかはそうでした。ここは 59年でしたから、歴史的建造物
の資格があると思います。 
 
（綱島） ヨーロッパなどでは古い建物を大事にしていますが、何が違うんでしょうか。 
 
（中村） 歴史的建造物として、当時の不燃化ビルとして遺産として、レガシーとして残
して、そして行政が少しテコ入れしてくれるといいのですが、まったくそういう気配はな
いです。 
 
（石原） 沼津や吉原宿のほうを見て、少し後になっているのだと思いますが、きれいな
共同ビルというのは、どう言ったらいいでしょうか、デコボコしていなくて、すきっとし
たビルです。ですから、それだけこのビル全体のまとまりというか、つくられた方が良か
ったのだと思います。 
 
（綱島） 先進事例を見て、後からつくるほうがいろいろ知恵も働いたんだと思います。 
 
（中村） では、ちょっと見に行きましょうか。 
 いまのこの不動産会社のは、この方が書いた手記のようなものがあって、その中にあり
ました。あとは、自分の店がどうなるか……。 
 
（綱島） 一度、株式会社を設立して買ったみたいな表現もあります。買って、分けて、
足りない人はもっと買い増しをしたとか。 
 
（中村） そうです。 
 
（石原） ビルを共同で持つときの問題というものが全部理解されていたということです
ね。 
 
（中村） ざっと、そういう感じです。 
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（石原） ありがとうございました。あれだけの資料をご用意いただきまして、ありがと
うございました。皆さん、何か質問はありますでしょうか。 
 
（渡辺） 57～59年の間に、所有権の変更はどれぐらいありますか。 
 
（綱島） 自営でやられていたところでしょうか。 
 
（渡辺） 最初から入ったところでです。 
 
（綱島） 売ったということですか。 
 
（渡辺） はい。 
 
（中村） このビルは、いまのうちの隣だけですが、５班のほうはあると思います。 
 
（綱島） ５班はあります。 
 
（渡辺） そうすると、新しい人が丸ごと買うわけですか。 
 
（中村） そうです。４階までの縦割りです。 
 
（渡辺） 買い手がつかないところもあるのでしょうか。 
 
（中村） いまのところはありません。 
 
（渡辺） ４階まで買うっていうのは大変だと思います。 
 
（綱島） 一時期すごく高かったときがあったので、高いときに買った人は大変だと思い
ます。それからご自分が商売を辞めても、テナントさんに出すときには、どうしても１棟
貸しで上まで貸しますから１階の床が高くなります。それは問題としてあります。 
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 売上よりもテナント代のほうが高くなると商売をする人は大変で、そのへんもあって、
力のあるチェーン店は出てこれますが、ローカルファーストのお店は出てこれないのでは
ないかというところは言われています。そのへんは、商店街は、自然発生的にできるもの
をコントロールできないというところもあります。自分たちがこうしたいということと、
自然発生的な世の中の動きとうまくマッチしないこともあります。 
 
（中村） いま、商店街のまちづくりで、いまの公共の整備のことと、それからもう１つ
は、ソフトといいますか、MDですが、どういうお店ならこの呉服町に来たら楽しいかと、
そういうことをやっていこうという話になっていますが、そこが全部持っているわけでは
ありませんから、ショッピングセンターみたいに自分たちで自由にはできません。したが
ってそのオーナーさんとの話合いの中でやっていくしかありませんし、不動産屋さんもそ
れなりに理解をしてくれているところもありますが、やはり最後はお金ですから、そうい
う状況もありますから、なかなかコントロールするのは難しいです。 
 
（綱島） そのときどきの時代に勢いのある商品、売れる商品というのがあって、昔であ
れば携帯ショップ屋さんが売れた時代がありましたが、呉服町通りも、最後の１店舗の au
さんがきのうで退店しました。ですから、呉服町通りとしては、携帯ショップ屋さんは１
軒もなくなりました。平成 15年か 16 年ぐらいだったと思いますが、携帯ショップ屋さん
が一時期何店もありましたが、だいたい 10年ぐらい……。 
 
（石原） 去年、川辺理事長に神戸に来ていただいた集会のときも、やはりそういうお話
で、３軒空き店舗ができると、ここも、ここも携帯屋がとっとと出てきて、そうこうする
うちに２軒出て行って、また何かが出てきてということを繰り返して、そんなバカな話は
ないというのが、ランドオーナー会議の発端になったという話でした。 
 
（綱島） 発端はそれでしたが、ランドオーナーをやって、同じ業種の偏りが是正できる
かというと、それはできていません。 
 
（石原） どこかに本屋が出店するという話ですが。 
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（綱島） 向かいの、いま、伊勢丹の別館のようになっていますが、その前が無印でした。 
 
（中村） MUJIはたまたま西武が閉店したときに、来てくれました。非常に良かったん
です。地下１階から３階まであって、地下はMUJIのレストランがありました。 
 
（綱島） 若いママたちが食事もあそこでできましたので、そのときは良かったんですが、
退店するといわれたときはすごく残念でした。 
 
（中村） BOOK OFFの出店話があったとき、静岡には江崎さんなど大きな本屋さんが
あったものですから、そういう人たちからすると、とんでもないというイメージがありま
した。大問題になりまして、ケンカになってしまったんです。 
 
（綱島） 銀行さんの持ち物ですからそこまでできましたが、普段の隣近所ならそこまで
は言えないと思います。 
 
（中村） ですから、普段のお付き合いで、ランドオーナー会議でも、そういうお話を常
にしていれば、これがいかな、悪いかなという歯止めがある程度効くと思いますが、ただ、
あそこにゲームセンターがありますが、最初にゲームセンターの話が来まして、もちろん、
この通りにゲームセンターはふさわしくないとお断りしていて、自分たちで探していたけ
れども、結局出るところがなくて、やむなく出たんです。 
 
（綱島） １回は外国のショップがいいお話だと、途中まで話を進めるのですが、結局最
後は耐震がどうだという話で、いい線までいったけれども立ち消えて、ビルの再生が必要
だねということで、リフォームなどいろいろ考えているけれども、鳥居あえずは全体の再
開発ということで２年前に立ち上げましたが、入っていない人もいますし、ヒアリングを
していると、「やっぱり共同ビルは」という…… 
 
【了】 
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